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５５５５.... 介護人材の確保、介護現場の生産性向上の推進に関する調査結果 （１） 多様な介護人材の確保・育成 ① 職員の過不足の状況 貴事業所における現在の職員の過不足についてお答えください。（○は１つ） 【Ｅ-問 18】  【全体結果の傾向】 「大変不足している」が 8.0％、「不足している」が 29.0％、「やや不足している」が 29.9％と、職員が不足している割合は 66.9％、「適当である」が 31.0％、「過剰である」が 0.9％となっています。 前回調査と比較すると「不足している」が 4.9 ポイント有意に高くなっています。             【圏域別の傾向】 圏域別にみると、南和保健医療圏は「適当である」（42.7％）が全体結果と比較して有意に高くなっています。         

8.48.0 24.129.0 31.829.9 30.631.0 0.80.9
4.41.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%事業所：R1(n=1125)事業所：R4(n=1054) 大変不足している 不足している やや不足している適当である 過剰である 無回答
8.07.39.17.85.213.4

29.034.030.722.827.0 23.2

29.930.228.832.932.620.7

31.025.330.332.934.342.7
0.91.00.42.40.4
1.22.10.71.20.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%事業所(n=1054)奈良保健医療圏(n=288)西和保健医療圏(n=274)東和保健医療圏(n=167)中和保健医療圏(n=233)南和保健医療圏(n=82)大変不足している 不足している やや不足している適当である 過剰である 無回答
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② 職員定着のための取り組み 貴事業所で職員定着のために行っている取り組みはどのようなことがありますか。 （○はいくつでも） 【Ｅ-問 22】  【全体結果の傾向】 事業所における職員定着のために行っている取り組みの上位 3位は、「資格取得のための金銭的な支援」（53.2％）、「給与面での改善」（46.1％）、「福利厚生面（育休、介護休暇など）での改善」（44.1％）となっています。 前回調査と比較すると、「資格取得のための金銭的な支援」と「勤務条件（夜勤回数、勤務時間帯など）の改善」が有意に高くなっています。               
47.624.7 41.017.8 37.532.0 42.530.3 41.5 45.54.44.0

53.227.6 41.019.2 35.738.4 46.132.3 44.142.13.33.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0資格取得のための金銭的な支援資格取得のための休暇取得の支援外部の研修への金銭的な参加支援外部の研修への休暇取得の支援業務として研修などに派遣勤務条件（夜勤回数、勤務時間帯など）の改善給与面での改善キャリアアップのための人事制度（資格取得や自己研鑽等を評価）の導入福利厚生面（育休、介護休暇など）での改善事業所内での研修機会の確保その他無回答

（％）

事業所:R1(n=1125)事業所:R4(n=1054)
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【圏域別の傾向】 圏域別にみると、西和保健医療圏では「資格取得のための休暇取得の支援」（35.0％）、「外部の研修への休暇取得の支援」（25.2％）、「キャリアアップのための人事制度（資格取得や自己研鑽等を評価）の導入」（40.1％）、「福利厚生面（育休、介護休暇など）での改善」（51.1％）、「事業所内での研修機会の確保」（49.6％）が全体結果に比べて有意に高くなっています。 一方、東和保健医療圏では「キャリアアップのための人事制度（資格取得や自己研鑽等を評価）の導入」（24.0％）が全体結果に比べて有意に低くなっています。南和保健医療圏では「資格取得のための休暇取得の支援」（39.0％）は全体結果に比べて有意に高い反面、「福利厚生面（育休、介護休暇など）での改善」（30.5％）は有意に低くなっています。          
53.227.6 41.019.2 35.738.4 46.132.3 44.142.13.33.1

55.622.2 38.514.2 35.434.7 47.629.9 43.838.23.82.4

56.635.0 46.425.2 39.842.7 49.340.1 51.149.64.73.3

50.321.0 35.913.8 33.5 40.742.524.0 38.937.73.04.2

46.826.2 38.220.6 30.9 36.5 42.531.8 45.541.61.71.7

58.539.0 52.422.0 40.239.0 46.332.930.5 41.52.44.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0資格取得のための金銭的な支援資格取得のための休暇取得の支援外部の研修への金銭的な参加支援外部の研修への休暇取得の支援業務として研修などに派遣勤務条件（夜勤回数、勤務時間帯など）の改善給与面での改善キャリアアップのための人事制度（資格取得や自己研鑽等を評価）の導入福利厚生面（育休、介護休暇など）での改善事業所内での研修機会の確保その他無回答

（％）

事業所(n=1054) 奈良保健医療圏(n=288)西和保健医療圏(n=274) 東和保健医療圏(n=167)中和保健医療圏(n=233) 南和保健医療圏(n=82)
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③ 雇用管理の状況 貴事業所の雇用管理の状況についてお教えください。 （以下のＡ～Ｐのそれぞれについて、○は１～４のいずれか１つ） 【Ｅ-問 17】  【全体結果の傾向】 事業所における各種雇用管理の状況について、「あてはまる」と「どちらかというとあてはまる」割合を合計した「あてはまる割合」、「どちらかというとあてはまらない」と「あてはまらない」割合を合計した「あてはまらない割合」でみると、『Ｅ：先進技術（介護ロボットやＩＣＴ機器など）の導入による労働環境の改善がなされている』『Ｎ：新人に対する教育（ＯＪＴや新人研修等）を体系的に行っている』『Ｏ：管理職層やリーダー層育成のための教育に力を入れている』『Ｐ：将来のキャリアについて、支援（相談、研修等）やアドバイスを行っている』以外のすべての項目で「あてはまる割合」が 70％以上を占めており、特に『Ａ：仕事と育児などの生活との調和等、個人の事情に配慮した支援』（92.8％）、『Ｆ：職員一人ひとりの心身の健康に配慮している』（93.2％）は 90％以上となっています。 一方、『Ｅ：先進技術（介護ロボットやＩＣＴ機器など）の導入による労働環境の改善がなされている』は 27.6％にとどまっています。 前回調査と比較しても有意な差は見られません。   
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     52.057.126.830.539.241.243.249.1
8.0 45.740.927.926.526.426.6

37.835.750.148.3 46.547.342.040.3
19.6 46.052.353.757.349.852.8

4.92.916.816.59.68.410.17.4
26.6 5.54.613.913.018.516.5

2.82.64.42.92.81.42.81.543.8 1.10.92.61.43.52.3

2.51.71.91.81.91.62.01.6
2.01.81.32.01.81.91.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ａ：仕事と育児などの生活との調和等、個人の事情に配慮した支援：R1Ａ：仕事と育児などの生活との調和等、個人の事情に配慮した支援：R4Ｂ：業務内容や量に対応できる適切な人員確保：R1Ｂ：業務内容や量に対応できる適切な人員確保：R4Ｃ：勤務時間や仕事の内容で過重な負担を強いないようにしている：R1Ｃ：勤務時間や仕事の内容で過重な負担を強いないようにしている：R4Ｄ：有給休暇の取得推進や福利厚生面の整備など、労働環境の整備・改善を行っている：R1Ｄ：有給休暇の取得推進や福利厚生面の整備など、労働環境の整備・改善を行っている：R4Ｅ：先進技術（介護ロボットやＩＣＴ機器など）の導入による労働環境の改善がなされている：R1Ｅ：先進技術（介護ロボットやＩＣＴ機器など）の導入による労働環境の改善がなされている：R4Ｆ：職員一人ひとりの心身の健康に配慮している：R1Ｆ：職員一人ひとりの心身の健康に配慮している：R4Ｇ：仕事の役割や責任の範囲、必要な能力等を明確に示している：R1Ｇ：仕事の役割や責任の範囲、必要な能力等を明確に示している：R4Ｈ：一人ひとりの果たすべき役割や目標について話し合いを行っている：R1Ｈ：一人ひとりの果たすべき役割や目標について話し合いを行っている：R4あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

該当設問なし 



 

161 

            
24.527.335.134.332.433.736.636.036.032.825.425.317.916.917.014.3

45.947.041.044.737.938.342.043.740.442.739.338.938.641.342.847.2

22.020.314.314.221.319.816.014.817.317.422.823.831.631.329.629.1

5.43.77.65.26.36.03.63.64.55.310.09.810.18.38.67.2

2.11.72.01.52.12.21.91.91.81.82.42.21.82.22.02.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｉ：仕事ぶりや能力について評価し、面談によるフィードバックを行っている：R1Ｉ：仕事ぶりや能力について評価し、面談によるフィードバックを行っている：R4Ｊ：仕事ぶりや能力について評価し、何らかの処遇改善（賞与、一時金、報奨金、賃金改定等）につなげている：R1Ｊ：仕事ぶりや能力について評価し、何らかの処遇改善（賞与、一時金、報奨金、賃金改定等）につなげている：R4Ｋ：賃金の決め方・上げ方をルール化し、明確に示している：R1Ｋ：賃金の決め方・上げ方をルール化し、明確に示している：R4Ｌ：職員のスキルアップのための研修方針があり研修を行っている：R1Ｌ：職員のスキルアップのための研修方針があり研修を行っている：R4Ｍ：外部の講習会や資格取得等のために支援を行い、職員のスキルアップを行っている：R1Ｍ：外部の講習会や資格取得等のために支援を行い、職員のスキルアップを行っている：R4Ｎ：新人に対する教育（ＯＪＴや新人研修等）を体系的に行っている：R1Ｎ：新人に対する教育（ＯＪＴや新人研修等）を体系的に行っている：R4Ｏ：管理職層やリーダー層育成のための教育に力を入れている：R1Ｏ：管理職層やリーダー層育成のための教育に力を入れている：R4Ｐ：将来のキャリアについて、支援（相談、研修等）やアドバイスを行っている：R1Ｐ：将来のキャリアについて、支援（相談、研修等）やアドバイスを行っている：R4あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答



 

162 

【圏域別の傾向】 圏域別にみると、『Ｂ：業務内容や量に対応できる適切な人員確保』の奈良保健医療圏では「あてはまらない割合」が 25.0％と全体結果に比べて有意に高くなっています。          57.154.5 65.753.354.952.430.528.130.325.1 38.230.541.241.041.633.5 48.537.8

35.739.9 28.835.936.541.548.345.150.453.9 46.447.6 47.345.549.652.1 42.952.4

2.92.42.64.83.41.216.520.815.317.412.015.9 8.410.85.811.45.67.3

2.61.71.14.23.44.92.94.22.22.41.36.1
1.41.01.51.81.32.4

1.71.41.81.81.7
1.81.71.81.22.1
1.61.71.51.21.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ａ：全体(n=1054)奈良保健医療圏(n=288)西和保健医療圏(n=274)東和保健医療圏(n=167)中和保健医療圏(n=233)南和保健医療圏(n=82)Ｂ：全体(n=1054)奈良保健医療圏(n=288)西和保健医療圏(n=274)東和保健医療圏(n=167)中和保健医療圏(n=233)南和保健医療圏(n=82)Ｃ：全体(n=1054)奈良保健医療圏(n=288)西和保健医療圏(n=274)東和保健医療圏(n=167)中和保健医療圏(n=233)南和保健医療圏(n=82) あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ａ：仕事と育児などの生活との調和等、個人の事情に配慮した支援

Ｂ：業務内容や量に対応できる適切な人員確保

Ｃ：勤務時間や仕事の内容で過重な負担を強いないようにしている
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『Ｅ：先進技術（介護ロボットやＩＣＴ機器など）の導入による労働環境の改善がなされている』の東和保健医療圏では「あてはまる割合」が 19.8％と全体結果に比べて有意に低くなっています。        49.147.955.841.3 52.837.88.06.911.74.89.03.7 40.940.640.535.9 46.837.8

40.340.6 36.944.3 36.952.419.621.219.315.0 20.223.2 52.351.755.156.3 45.956.1

7.48.74.410.27.38.526.626.025.533.521.032.9
4.65.22.96.05.23.7

1.51.41.52.41.31.243.843.842.044.347.6 40.2
0.91.00.40.60.92.4

1.61.41.51.81.7
2.02.11.52.42.1
1.31.41.11.21.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｄ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｅ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｆ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ｄ：有給休暇の取得推進や福利厚生面の整備など、労働環境の整備・改善を行っている

Ｅ：先進技術（介護ロボットやＩＣＴ機器など）の導入による労働環境の改善がなされている

Ｆ：職員一人ひとりの心身の健康に配慮している
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     26.524.729.624.024.931.726.624.331.025.727.918.327.326.0 37.622.222.720.7

57.356.956.261.758.851.252.854.2 51.552.150.662.247.049.0 40.147.953.245.1

13.016.310.212.612.912.216.518.412.019.817.613.420.320.516.824.619.724.4

1.40.31.80.61.74.92.31.42.91.22.16.1
3.73.13.63.62.69.8

1.81.72.21.21.7
1.91.72.61.21.7
1.71.41.81.81.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｇ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｈ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｉ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ｇ：仕事の役割や責任の範囲、必要な能力等を明確に示している

Ｈ：一人ひとりの果たすべき役割や目標について話し合いを行っている

Ｉ：仕事ぶりや能力について評価し、面談によるフィードバックを行っている
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『Ｋ：賃金の決め方・上げ方をルール化し、明確に示している』の東和保健医療圏では「あてはまる割合」が 64.0％と全体結果に比べて有意に高い反面、「あてはまらない割合」も 34.1％と高くなっています。       34.332.6 43.431.128.334.133.729.9 42.730.528.337.836.035.443.132.331.834.1

44.745.8 40.148.546.445.138.345.8 34.733.538.2 36.643.743.4 41.647.345.940.2

14.216.39.512.617.615.919.818.115.326.922.7 18.314.815.69.516.217.219.5

5.23.85.16.66.44.96.03.85.87.27.77.3
3.63.54.02.43.46.1

1.51.41.81.21.3
2.22.41.51.83.0
1.92.11.81.81.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｊ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｋ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｌ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ｊ：仕事ぶりや能力について評価し、何らかの処遇改善（賞与、一時金、報奨金、賃金改定等）につなげている

Ｋ：賃金の決め方・上げ方をルール化し、明確に示している

Ｌ：職員のスキルアップのための研修方針があり研修を行っている
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32.830.639.828.731.330.525.323.626.627.525.322.0

42.744.436.547.345.542.738.942.039.837.136.937.8

17.417.716.118.617.617.123.821.923.022.827.025.6

5.35.65.53.64.39.89.89.78.411.49.013.4

1.81.72.21.81.3
2.22.82.21.21.71.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｍ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｎ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ｍ：外部の講習会や資格取得等のために支援を行い、職員のスキルアップを行っている

Ｎ：新人に対する教育（ＯＪＴや新人研修等）を体系的に行っている
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     16.919.415.315.614.622.0
14.311.117.213.815.513.4

41.337.544.941.945.531.7
47.247.244.245.551.950.0

31.332.629.633.529.632.9
29.132.331.031.722.725.6

8.38.07.77.28.613.4
7.27.35.17.28.211.0

2.22.42.61.81.7
2.12.12.61.81.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｏ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏
Ｐ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ｏ：管理職層やリーダー層育成のための教育に力を入れている

Ｐ：将来のキャリアについて、支援（相談、研修等）やアドバイスを行っている
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④ 高齢労働者の受入に対する考え 高齢労働者の受け入れについて、貴事業所としてどのように考えていますか。 （○は１つ） 【Ｅ-問 26】  【全体結果の傾向】 事業所における高齢労働者の受け入れについては、「受け入れている」が 56.5％、「積極的に受け入れたい」が 4.0％、「どちらかといえば受け入れたい」が 8.8％と、受け入れ意向がある事業所が 69.3％を占めています。一方、「どちらかといえば受け入れたくない」が 6.5％、「受け入れたくない」が 2.0％と、受け入れ意向がない事業所は 8.5％にとどまっています。  【圏域別の傾向】 圏域別にみると、南和保健医療圏では受け入れ意向がある事業所が 84.2％と全体結果に比べて有意に高くなっています。           
56.554.254.749.759.2 75.6

4.04.54.46.0 1.7 3.7

8.86.69.110.2 11.6 4.9

20.522.623.721.618.0 8.5

6.58.35.17.26.44.9

2.02.11.12.42.62.4

1.71.71.83.00.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%事業所(n=1054)奈良保健医療圏(n=288)西和保健医療圏(n=274)東和保健医療圏(n=167)中和保健医療圏(n=233)南和保健医療圏(n=82) 受け入れている 積極的に受け入れたいどちらかといえば受入れたい どちらでもないどちらかといえば受け入れたくない 受け入れたくない無回答
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⑤ 外国人労働者の受入状況 あなたが従事する事業所は、外国人労働者を受け入れていますか。（どちらかに○） 【Ｅ-問 28、Ｆ-問 22】  【全体結果の傾向】 事業所における外国人労働者の受入状況は、「すでに受け入れている」が 15.2％、「受け入れていない」が 82.7％となっています。 従事者側からみた外国人労働者の受入状況は、「すでに受け入れている」が 25.4％、「受け入れていない」が 72.3％となっています。 事業所よりも従事者の方が「すでに受け入れている」が有意に高くなっています。  【圏域別の傾向】 圏域別にみると、いずれの圏域でも全体結果と比較して有意な差は見られません。       15.214.215.713.818.511.0
25.421.228.728.724.428.2

82.784.080.784.481.187.8
72.376.269.669.673.669.0

2.11.73.61.80.41.2
2.32.61.71.72.12.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%事業所(n=1054)奈良保健医療圏(n=288)西和保健医療圏(n=274)東和保健医療圏(n=167)中和保健医療圏(n=233)南和保健医療圏(n=82)従事者(n=1907)奈良保健医療圏(n=529)西和保健医療圏(n=474)東和保健医療圏(n=293)中和保健医療圏(n=439)南和保健医療圏(n=142) すでに受け入れている 受け入れていない 無回答
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⑥ 外国人労働者の受入に対する考え 問 28（ｐ169）で選択肢「２ 受け入れていない」とお答えの事業所にお聞きします。 外国人労働者の受入について、貴事業所としてどのように考えていますか。（○は１つ）【Ｅ-問 30】  【全体結果の傾向】 外国人労働者を「受け入れていない」と回答した事業所に対して、受入についての考えを尋ねたところ、「積極的に受け入れたい」が 6.1％、「どちらかといえば受入れたい」が 12.8％と、受け入れ意向がある事業所が18.9％であるのに対して、「どちらかといえば受け入れたくない」が 16.9％、「受け入れたくない」が 10.4％と、受け入れ意向がない事業所が 27.3％となっています。  【圏域別の傾向】 圏域別にみると、いずれの圏域でも全体結果に比べて有意な差は見られません。             
6.15.05.97.15.88.3

12.89.114.513.512.7 19.4

51.355.451.645.450.3 51.4

16.917.819.517.715.3 6.9

10.49.57.212.113.213.9

2.53.31.44.32.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%事業所(n=872)奈良保健医療圏(n=242)西和保健医療圏(n=221)東和保健医療圏(n=141)中和保健医療圏(n=189)南和保健医療圏(n=72) 積極的に受け入れたい どちらかといえば受入れたいどちらでもない どちらかといえば受け入れたくない受け入れたくない 無回答
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⑦ 介護職を選んだ理由 あなたが介護の仕事を選んだ理由は何ですか。（○はいくつでも） 【Ｆ-問 12】  【全体結果の傾向】 従事者が介護の仕事を選んだ理由の上位 3 位は「高齢者の介護や福祉の仕事に関心があったから」（49.7％）、「社会や人のために役に立てる仕事だと思ったから」（33.2％）、「自分の能力や経験、資格などを活かすことができるから」（24.5％）となっています。 前回調査と比較すると、「高齢者の介護や福祉の仕事に関心があったから」が 3.8 ポイント有意に高くなっています。  【圏域別の傾向】 圏域別にみると、いずれの圏域でも全体結果と比較して有意な差は見られません。     45.931.622.117.814.715.95.9 13.79.35.33.4

49.733.224.520.015.515.66.7 13.08.55.72.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0高齢者の介護や福祉の仕事に関心があったから社会や人のために役に立てる仕事だと思ったから自分の能力や経験、資格などを活かすことができるから介護の知識や技能を身につけたかったから家族や知人、学校の先生などに勧められたから職場が自宅から近いから給与や勤務条件（勤務時間や勤務日数）の待遇がよかったから資格や経験、年齢を問われなかったから他に仕事がなかったからその他無回答

（％）

従事者:R1(n=1948)従事者:R4(n=1907)
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49.733.224.520.015.515.66.7 13.08.55.72.8

48.633.824.222.314.915.36.6 14.29.67.01.7

51.934.425.121.515.815.07.0 15.05.95.92.3

47.131.121.514.014.3 18.86.1 13.09.93.83.8

51.932.625.521.017.513.97.5 11.67.54.63.4

47.235.224.616.914.116.94.27.0 10.68.52.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0高齢者の介護や福祉の仕事に関心があったから社会や人のために役に立てる仕事だと思ったから自分の能力や経験、資格などを活かすことができるから介護の知識や技能を身につけたかったから家族や知人、学校の先生などに勧められたから職場が自宅から近いから給与や勤務条件（勤務時間や勤務日数）の待遇がよかったから資格や経験、年齢を問われなかったから他に仕事がなかったからその他無回答

（％）

従事者(n=1907)奈良保健医療圏(n=529)西和保健医療圏(n=474)東和保健医療圏(n=293)中和保健医療圏(n=439)南和保健医療圏(n=142)
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⑧ 従業員側からみた職場の雇用管理の状況 職場環境についてお教えください。 （以下のＡ～Ｐのそれぞれについて、○は１～４のいずれか１つ） 【Ｆ-問 15】  【全体結果の傾向】 従業員側からみた事業所における各種雇用管理の状況について、「あてはまる」と「どちらかというとあてはまる」割合を合計した「あてはまる割合」、「どちらかというとあてはまらない」と「あてはまらない」割合を合計した「あてはまらない割合」でみると、『Ｂ：業務内容や量に対応できる適切な人員確保』『Ｃ：勤務時間や仕事の内容で過重な負担を強いないようにしている』『Ｅ：先進技術（介護ロボットやＩＣＴ機器など）の導入による労働環境の改善がなされている』『Ｇ：仕事の役割や責任の範囲、必要な能力等を明確に示している』『Ｈ：一人ひとりの果たすべき役割や目標について話し合いを行っている』『Ｉ：仕事ぶりや能力について評価し、面談によるフィードバックを行っている』『Ｊ：仕事ぶりや能力について評価し、何らかの処遇改善（賞与、一時金、報奨金、賃金改定等）につなげている』『Ｋ：賃金の決め方・上げ方をルール化し、明確に示している』『Ｌ：職員のスキルアップのための研修方針があり研修を行っている』『Ｍ：外部の講習会や資格取得等のために支援を行い、職員のスキルアップを行っている』『Ｎ：新人に対する教育（ＯＪＴや新人研修等）を体系的に行っている』『Ｏ：管理職層やリーダー層育成のための教育に力を入れている』『Ｐ：将来のキャリアについて、支援（相談、研修等）やアドバイスを行っている』以外の項目で「あてはまる割合」が 70％以上を占めており、特に『Ａ：仕事と育児などの生活との調和等、個人の事情に配慮した支援』は 80％以上を占めています。 一方、『Ｅ：先進技術（介護ロボットやＩＣＴ機器など）の導入による労働環境の改善がなされている』は 6.9％にとどまっています（無回答が 76.6％を占めていることに注意）。 ｐ159 の事業所の結果と比較すると、「あてはまる割合」が 70％以上を占める項目数は事業所の方が多く、雇用管理に対する評価は従事者の方が厳しい評価をしています。 前回調査と比較すると、『Ａ：仕事と育児などの生活との調和等、個人の事情に配慮した支援』が有意に高くなっています。      
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        33.435.911.711.718.318.924.623.2
1.8 21.520.013.712.513.213.1

47.349.035.036.7 44.446.446.348.4
5.1 50.651.646.447.041.043.3

12.310.334.035.3 25.225.019.818.9
4.3 19.922.231.032.233.634.1

5.33.618.015.310.17.97.98.2
12.2 6.34.47.36.510.78.4

1.71.21.31.02.11.91.41.3
76.61.81.81.61.81.51.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ａ：仕事と育児などの生活との調和等、個人の事情に配慮した支援：R1Ａ：仕事と育児などの生活との調和等、個人の事情に配慮した支援：R4Ｂ：業務内容や量に対応できる適切な人員確保：R1Ｂ：業務内容や量に対応できる適切な人員確保：R4Ｃ：勤務時間や仕事の内容で過重な負担を強いないようにしている：R1Ｃ：勤務時間や仕事の内容で過重な負担を強いないようにしている：R4Ｄ：有給休暇の取得推進や福利厚生面の整備など、労働環境の整備・改善を行っている：R1Ｄ：有給休暇の取得推進や福利厚生面の整備など、労働環境の整備・改善を行っている：R4Ｅ：先進技術（介護ロボットやＩＣＴ機器など）の導入による労働環境の改善がなされている：R1Ｅ：先進技術（介護ロボットやＩＣＴ機器など）の導入による労働環境の改善がなされている：R4Ｆ：職員一人ひとりの心身の健康に配慮している：R1Ｆ：職員一人ひとりの心身の健康に配慮している：R4Ｇ：仕事の役割や責任の範囲、必要な能力等を明確に示している：R1Ｇ：仕事の役割や責任の範囲、必要な能力等を明確に示している：R4Ｈ：一人ひとりの果たすべき役割や目標について話し合いを行っている：R1Ｈ：一人ひとりの果たすべき役割や目標について話し合いを行っている：R4あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

該当設問なし 
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13.914.914.917.114.014.725.622.321.418.816.414.910.19.110.09.0

38.439.436.740.332.936.8 45.445.841.942.335.940.433.734.331.333.3

31.430.629.127.333.231.7 19.522.423.825.433.030.839.040.041.038.9

14.913.718.014.417.515.38.18.211.212.212.812.415.314.916.217.5

1.41.41.30.92.51.51.41.31.71.31.91.41.91.71.61.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｉ：仕事ぶりや能力について評価し、面談によるフィードバックを行っている：R1Ｉ：仕事ぶりや能力について評価し、面談によるフィードバックを行っている：R4Ｊ：仕事ぶりや能力について評価し、何らかの処遇改善（賞与、一時金、報奨金、賃金改定等）につなげている：R1Ｊ：仕事ぶりや能力について評価し、何らかの処遇改善（賞与、一時金、報奨金、賃金改定等）につなげている：R4Ｋ：賃金の決め方・上げ方をルール化し、明確に示している：R1Ｋ：賃金の決め方・上げ方をルール化し、明確に示している：R4Ｌ：職員のスキルアップのための研修方針があり研修を行っている：R1Ｌ：職員のスキルアップのための研修方針があり研修を行っている：R4Ｍ：外部の講習会や資格取得等のために支援を行い、職員のスキルアップを行っている：R1Ｍ：外部の講習会や資格取得等のために支援を行い、職員のスキルアップを行っている：R4Ｎ：新人に対する教育（ＯＪＴや新人研修等）を体系的に行っている：R1Ｎ：新人に対する教育（ＯＪＴや新人研修等）を体系的に行っている：R4Ｏ：管理職層やリーダー層育成のための教育に力を入れている：R1Ｏ：管理職層やリーダー層育成のための教育に力を入れている：R4Ｐ：将来のキャリアについて、支援（相談、研修等）やアドバイスを行っている：R1Ｐ：将来のキャリアについて、支援（相談、研修等）やアドバイスを行っている：R4あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答
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【圏域別の傾向】 圏域別にみると、『Ｃ：勤務時間や仕事の内容で過重な負担を強いないようにしている』の東和保健医療圏では「あてはまらない割合」が全体結果に比べて有意に高く、中和保健医療圏では「あてはまる割合」が有意に高くなっています。       35.935.936.530.435.544.411.710.811.88.913.912.718.919.319.211.620.724.6

49.050.349.451.250.138.036.735.539.733.8 37.434.5 46.445.748.144.0 49.739.4

10.39.59.913.09.812.735.334.834.441.334.933.8 25.025.723.433.4 22.321.1

3.63.43.24.83.24.915.318.112.915.413.218.37.97.67.09.26.612.7

1.20.91.10.71.4
1.00.81.30.70.70.71.91.72.31.70.72.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ａ：全体(n=1907)奈良保健医療圏(n=529)西和保健医療圏(n=474)東和保健医療圏(n=293)中和保健医療圏(n=439)南和保健医療圏(n=142)Ｂ：全体(n=1907)奈良保健医療圏(n=529)西和保健医療圏(n=474)東和保健医療圏(n=293)中和保健医療圏(n=439)南和保健医療圏(n=142)Ｃ：全体(n=1907)奈良保健医療圏(n=529)西和保健医療圏(n=474)東和保健医療圏(n=293)中和保健医療圏(n=439)南和保健医療圏(n=142) あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ａ：仕事と育児などの生活との調和等、個人の事情に配慮した支援

Ｂ：業務内容や量に対応できる適切な人員確保

Ｃ：勤務時間や仕事の内容で過重な負担を強いないようにしている
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『Ｄ：有給休暇の取得推進や福利厚生面の整備など、労働環境の整備・改善を行っている』の南和保健医療圏では「あてはまる割合」が全体結果に比べて有意に低くなっています。 『Ｆ：職員一人ひとりの心身の健康に配慮している』の東和保健医療圏では「あてはまらない割合」が有意に高くなっています。     23.223.324.318.424.126.1
1.81.91.92.14.2 20.019.720.015.421.226.8

48.450.349.848.5 49.238.7
5.14.35.54.1 5.78.5 51.650.755.147.8 54.045.1

18.916.618.422.218.523.2
4.34.54.24.1 4.83.5 22.222.119.030.0 20.524.6

8.28.96.59.96.811.312.211.214.116.010.58.5
4.45.93.85.83.22.1

1.30.91.11.01.40.776.678.174.375.877.075.4 1.81.72.11.01.11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｄ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｅ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｆ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ｄ：有給休暇の取得推進や福利厚生面の整備など、労働環境の整備・改善を行っている

Ｅ：先進技術（介護ロボットやＩＣＴ機器など）の導入による労働環境の改善がなされている

Ｆ：職員一人ひとりの心身の健康に配慮している
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『Ｇ：仕事の役割や責任の範囲、必要な能力等を明確に示している』の中和保健医療圏では「あてはまる割合」が全体結果に比べて有意に高くなっています。      12.512.511.89.913.018.313.113.612.910.213.018.314.914.618.410.212.122.5

47.046.344.747.451.740.843.345.239.242.0 47.642.339.438.237.843.341.5 37.3

32.232.935.033.828.931.734.131.438.637.5 32.826.130.630.230.429.734.425.4

6.56.86.37.85.55.68.49.18.68.96.212.013.715.712.415.410.913.4

1.81.52.11.00.93.51.00.80.61.40.51.41.41.31.11.41.11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｇ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｈ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｉ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ｇ：仕事の役割や責任の範囲、必要な能力等を明確に示している

Ｈ：一人ひとりの果たすべき役割や目標について話し合いを行っている

Ｉ：仕事ぶりや能力について評価し、面談によるフィードバックを行っている
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『Ｋ：賃金の決め方・上げ方をルール化し、明確に示している』の南和保健医療圏では「あてはまる割合」が全体結果に比べて有意に高くなっています。 『Ｌ：職員のスキルアップのための研修方針があり研修を行っている』の中和保健医療圏では「あてはまる割合」が全体結果に比べて有意に高くなっています。      17.117.218.613.315.922.514.716.316.59.211.4 23.922.320.623.617.423.927.5

40.337.237.645.144.940.136.836.134.837.939.9 37.345.844.843.549.5 50.339.4

27.327.627.824.928.226.831.730.432.333.834.223.2 22.424.223.223.5 19.821.1

14.417.015.016.410.79.915.316.115.217.713.014.18.28.99.17.85.99.2

0.90.91.10.30.20.71.51.11.31.41.61.41.31.50.61.72.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｊ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｋ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｌ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ｊ：仕事ぶりや能力について評価し、何らかの処遇改善（賞与、一時金、報奨金、賃金改定等）につなげている

Ｋ：賃金の決め方・上げ方をルール化し、明確に示している

Ｌ：職員のスキルアップのための研修方針があり研修を行っている
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     18.818.019.811.620.526.814.915.114.69.916.223.2

42.342.540.346.4 43.737.340.439.140.144.741.933.8

25.426.124.924.9 27.323.230.829.532.131.131.728.9

12.212.513.915.0 8.49.912.415.112.413.79.310.6

1.30.91.12.02.81.41.10.80.70.93.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｍ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｎ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ｍ：外部の講習会や資格取得等のために支援を行い、職員のスキルアップを行っている

Ｎ：新人に対する教育（ＯＪＴや新人研修等）を体系的に行っている
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『Ｏ：管理職層やリーダー層育成のための教育に力を入れている』の東和保健医療圏では「あてはまらない割合」が全体結果に比べて有意に高く、南和保健医療圏では「あてはまらない割合」が有意に低くなっています。 『Ｐ：将来のキャリアについて、支援（相談、研修等）やアドバイスを行っている』の東和保健医療圏では「あてはまらない割合」が全体結果に比べて有意に高く、中和保健医療圏と南和保健医療圏では「あてはまる割合」が有意に高くなっています。      9.18.99.35.19.315.59.08.59.35.59.615.5

34.332.334.631.4 39.235.933.332.531.229.7 38.335.9

40.040.839.244.7 39.629.638.938.838.444.0 39.031.7

14.916.616.016.711.214.817.519.320.319.512.514.1

1.71.30.82.00.74.21.30.90.81.40.72.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｏ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｐ：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏あてはまる どちらかというとあてはまるどちらかというとあてはまらない あてはまらない無回答

Ｏ：管理職層やリーダー層育成のための教育に力を入れている

Ｐ：将来のキャリアについて、支援（相談、研修等）やアドバイスを行っている
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⑨ 仕事や職場に対する満足度 あなたは、現在の仕事や職場に満足していますか。 （以下のＡ～Ｅそれぞれについて、○は１～５のいずれか１つ） 【Ｆ-問 14】  【全体結果の傾向】 従事者の仕事や職場に対する満足度について、「非常に満足」と「満足」の割合を合計した「満足度」、「やや不満」と「非常に不満」の割合を合計した「不満度」でみると、「不満度」よりも「満足度」の方が高いのは、『Ｂ：労働時間』（31.8％）、『Ｃ：福利厚生』（27.7％）、『Ｄ：仕事の内容』（32.8％）、『Ｅ：職場の人間関係』（47.7％）、一方、「満足度」よりも「不満度」の方が高いのは『Ａ：収入』（30.8％）となっています。 前回調査と比較すると、『Ａ：収入』『Ｃ：福利厚生』は「満足度」が有意に高くなっています。               
4.95.16.97.15.95.67.35.713.312.8

17.422.122.424.718.922.125.227.1 32.234.9

37.9 40.145.647.646.447.545.748.3 37.037.3

26.222.417.414.619.116.615.114.111.69.9

11.48.45.34.26.56.14.12.93.33.1

2.31.82.41.83.12.12.61.92.61.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ａ：収入：R1Ａ：収入：R4Ｂ：労働時間：R1Ｂ：労働時間：R4Ｃ：福利厚生：R1Ｃ：福利厚生：R4Ｄ：仕事の内容：R1Ｄ：仕事の内容：R4Ｅ：職場の人間関係：R1Ｅ：職場の人間関係：R4非常に満足 満足 普通 やや不満 非常に不満 無回答
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【圏域別の傾向】 圏域別にみると、『Ｂ：労働時間』の西和保健医療圏では「満足度」が 36.9％で全体結果に比べて有意に高くなっています。      5.14.55.15.56.24.27.18.56.54.47.19.2
5.65.35.54.46.66.3

22.121.426.217.420.026.124.723.830.422.221.622.522.121.625.320.120.023.9

40.142.036.545.141.931.7 47.645.743.052.951.049.347.547.847.947.448.143.7

22.421.921.720.823.728.2 14.616.313.713.715.313.416.617.013.718.818.216.9

8.49.18.610.26.28.5
4.24.54.25.53.04.26.16.45.77.84.67.7

1.81.11.91.02.11.41.81.12.11.42.11.42.11.91.91.42.51.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ａ：収入：全体(n=1907)奈良保健医療圏(n=529)西和保健医療圏(n=474)東和保健医療圏(n=293)中和保健医療圏(n=439)南和保健医療圏(n=142)Ｂ：労働時間：全体(n=1907)奈良保健医療圏(n=529)西和保健医療圏(n=474)東和保健医療圏(n=293)中和保健医療圏(n=439)南和保健医療圏(n=142)Ｃ：福利厚生：全体(n=1907)奈良保健医療圏(n=529)西和保健医療圏(n=474)東和保健医療圏(n=293)中和保健医療圏(n=439)南和保健医療圏(n=142) 非常に満足 満足 普通 やや不満 非常に不満 無回答
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『Ｄ：仕事の内容』の東和保健医療圏では「満足度」が 25.6％と全体結果に比べて有意に低くなっています。 『Ｅ：職場の人間関係』の東和保健医療圏では「不満度」が 18.4％と全体結果に比べて有意に高くなっています。           
5.75.95.74.85.56.312.814.413.510.211.614.8

27.129.530.020.825.128.9 34.933.537.135.234.634.5

48.346.146.653.950.345.1 37.339.734.234.841.033.1

14.114.613.515.413.914.89.98.910.114.38.29.9

2.92.82.13.83.03.53.12.52.74.12.56.3

1.91.12.11.42.31.41.91.12.31.42.11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｄ：仕事の内容：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏Ｅ：職場の人間関係：全体奈良保健医療圏西和保健医療圏東和保健医療圏中和保健医療圏南和保健医療圏非常に満足 満足 普通 やや不満 非常に不満 無回答
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⑩ 業務上の悩みや不安 あなたは、介護の仕事をするうえで悩みや不安、負担感などを感じますか。 （○は主なもの５つまで） 【Ｆ-問 16】  【全体結果の傾向】 従事者の介護の仕事をするうえで悩みや不安、負担感の上位 3位は、「仕事内容のわりに給与が少ない」（47.9％）、「有給休暇がとりにくい」（29.3％）、「責任が重すぎる」（26.1％）となっています。 前回調査と比較すると、「仕事内容のわりに給与が少ない」「正社員、正職員になれない」「自分の資格や能力が評価されない」は有意に低くなっている反面、「責任が重すぎる」は有意に高くなっています。        52.710.911.713.65.8 31.08.42.0 9.011.013.116.4 26.523.013.8 25.84.43.2 21.813.27.4 22.512.26.46.27.83.7

47.910.112.613.06.6 29.37.60.8 7.19.2 12.215.1 24.226.114.8 24.85.54.0 19.511.06.9 25.713.05.56.47.13.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0仕事内容のわりに給与が少ない社会保険や福利厚生などの制度が不十分労働時間が長い労働時間が不規則である早朝、夜間勤務がある有給休暇がとりにくい雇用が不安定である正社員、正職員になれない自分の資格や能力が評価されない昇進などのキャリアアップが望めない自分の能力を伸ばす時間がとれない仕事の内容に展望がもてない介護の仕事の内容などについて、一般の人に十分理解されていない責任が重すぎる職員同士の人間関係がうまくいかない介護の知識や技能について未熟な職員が多い利用者の家族との対応がうまくいかない利用者とのコミュニケーションがうまくいかない仕事がきつく体力的な負担が大きい仕事と家庭の両立が難しい仕事にやりがいがないＩＴ化が遅れている・手書きの書類が多いパソコンを使う作業が難しい資格や雇用契約に基づく内容以外の仕事をさせられるその他特にない無回答

（％）

従事者:R1(n=1948)従事者:R4(n=1907)
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【圏域別の傾向】 圏域別にみると、奈良保健医療圏では「仕事内容のわりに給与が少ない」（52.9％）が、南和保健医療圏では「仕事がきつく体力的な負担が大きい」（27.5％）が全体結果に比べて有意に高く、西和保健医療圏では「有給休暇がとりにくい」（23.2％）が有意に低くなっています。      47.910.112.613.06.6 29.37.60.8 7.19.2 12.215.1 24.226.1

52.910.8 15.111.56.2 29.96.40.4 6.28.7 13.216.6 25.026.5

46.67.2 11.412.26.3 23.27.81.1 8.49.711.213.5 24.923.6

50.28.9 13.712.66.8 34.16.50.7 7.29.2 14.312.6 24.2 29.7

44.912.111.614.86.8 28.79.60.7 6.69.3 12.3 16.4 24.626.9

43.713.49.9 16.98.5 36.68.52.1 7.0 10.69.2 16.2 21.123.9

0.0 20.0 40.0 60.0仕事内容のわりに給与が少ない社会保険や福利厚生などの制度が不十分労働時間が長い労働時間が不規則である早朝、夜間勤務がある有給休暇がとりにくい雇用が不安定である正社員、正職員になれない自分の資格や能力が評価されない昇進などのキャリアアップが望めない自分の能力を伸ばす時間がとれない仕事の内容に展望がもてない介護の仕事の内容などについて、一般の人に十分理解されていない責任が重すぎる

（％）

従事者(n=1907)奈良保健医療圏(n=529)西和保健医療圏(n=474)東和保健医療圏(n=293)中和保健医療圏(n=439)南和保健医療圏(n=142)
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     14.8 24.85.54.0 19.511.06.9 25.713.05.56.47.13.8

11.9 28.04.34.0 19.311.98.5 29.313.85.17.67.02.1

16.5 25.96.83.8 15.69.54.4 24.111.65.76.37.63.8

17.120.84.44.8 19.511.96.5 30.412.36.54.85.53.1

14.6 23.96.23.4 21.011.48.7 22.615.34.36.26.63.4

18.321.14.24.2 27.510.64.9 19.77.77.76.3 11.38.5

0.0 20.0 40.0 60.0職員同士の人間関係がうまくいかない介護の知識や技能について未熟な職員が多い利用者の家族との対応がうまくいかない利用者とのコミュニケーションがうまくいかない仕事がきつく体力的な負担が大きい仕事と家庭の両立が難しい仕事にやりがいがないＩＴ化が遅れている・手書きの書類が多いパソコンを使う作業が難しい資格や雇用契約に基づく内容以外の仕事をさせられるその他特にない無回答

（％）

従事者(n=1907)奈良保健医療圏(n=529)西和保健医療圏(n=474)東和保健医療圏(n=293)中和保健医療圏(n=439)南和保健医療圏(n=142)
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⑪ 介護サービス従事者を取り巻く環境改善に必要なこと 介護サービス従事者をとりまく環境をよりよくするために、あなたが必要だと思うことは何ですか。職場の状況に関わらず、業界全体を通してお考えください。（○はいくつでも） 【Ｆ-問 20】  【全体結果の傾向】 介護サービス従事者を取り巻く環境をよくするために必要なことの上位 3 位は「給与や休暇などの待遇面での改善」（67.8％）、「研修参加や資格取得のための金銭的な支援」（40.4％）、「知識や技能習得のための研修の充実」（39.1％）となっています。 前回調査と比較すると、「精神的な負担軽減のための、カウンセリングなどの積極的な導入」と「介護の仕事の内容などについての一般の人の理解の促進」「その他」以外のすべての項目で有意に高くなっており、これらの環境改善の必要性が高まっていると言えます。         34.534.929.416.4 62.410.4 24.915.7 21.84.06.7

39.140.437.920.3 67.814.7 28.417.4 24.03.33.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0知識や技能習得のための研修の充実研修参加や資格取得のための金銭的な支援研修参加や資格取得のための時間的な支援専門職同士での交流機会の確保給与や休暇などの待遇面での改善定期的な健康診断や感染症予防対策の実施身体的な負担軽減のための、設備や用具の積極的な導入精神的な負担軽減のための、カウンセリングなどの積極的な導入介護の仕事の内容などについての一般の人の理解の促進その他無回答

（％）

従事者:R1(n=1948)従事者:R4(n=1907)
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【圏域別の傾向】 圏域別にみると、いずれの圏域でも全体結果と比較して有意な差は見られません。      39.140.437.920.3 67.814.7 28.417.4 24.03.33.1

39.540.137.620.0 70.111.7 29.917.8 25.14.53.0

40.743.742.624.3 67.916.5 31.019.824.92.31.3

36.539.934.118.4 69.310.6 28.315.0 27.33.43.1

38.337.836.917.8 64.717.3 24.817.320.73.24.6

40.841.536.620.4 70.419.7 26.812.7 21.82.11.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0知識や技能習得のための研修の充実研修参加や資格取得のための金銭的な支援研修参加や資格取得のための時間的な支援専門職同士での交流機会の確保給与や休暇などの待遇面での改善定期的な健康診断や感染症予防対策の実施身体的な負担軽減のための、設備や用具の積極的な導入精神的な負担軽減のための、カウンセリングなどの積極的な導入介護の仕事の内容などについての一般の人の理解の促進その他無回答

（％）

従事者(n=1907)奈良保健医療圏(n=529)西和保健医療圏(n=474)東和保健医療圏(n=293)中和保健医療圏(n=439)南和保健医療圏(n=142)
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（２） 業務の効率化と事業者支援 ① 月間収支状況 貴事業所の月間の収支状況はいかがですか。（○は１つ） 【Ｅ-問 1】  【全体結果の傾向】 事業所における月間の収支状況は、「黒字である」が 22.6％、「概ね均衡」が 39.2％、「現在は赤字だが、近々黒字になる予定である」が 9.5％、「継続的な赤字である」が 26.5％となっています。 前回調査と比較しても有意な差は見られません。  【圏域別の傾向】 圏域別にみると、中和保健医療圏では「黒字である」が全体結果と比較して有意に低くなっています。       22.222.625.724.126.915.018.3

41.339.237.239.135.342.946.3

7.99.513.56.29.011.62.4

25.826.522.227.426.328.332.9

2.82.31.43.32.42.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%事業所:R1(n=1125)事業所:R4(n=1054)奈良保健医療圏(n=288)西和保健医療圏(n=274)東和保健医療圏(n=167)中和保健医療圏(n=233)南和保健医療圏(n=82)黒字である 概ね均衡現在は赤字だが、近々黒字になる予定である 継続的な赤字である無回答
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② 開設前と比較した収支状況 貴事業所の収支状況は、開設前の計画と比較していかがですか。（○は１つ） 【Ｅ-問 2】  【全体結果の傾向】 開設前の計画と比較した収支状況は、「予想以上に順調」が 3.0％、「概ね計画通り」が 41.7％と、収支状況が良好な事業所が 44.7％に対し、「予想を下回っているが、想定範囲内」が 32.3％、「計画を大幅に下回っている」が 19.7％と、収支状況が悪化している事業所が 52.0％で、悪化している事業所が良好な事業所を上回っています。 前回調査と比較しても有意な差は見られません。  【圏域別の傾向】 圏域別にみると、いずれの圏域でも全体結果と比較して有意な差は見られません。          4.23.03.54.41.22.62.4

39.441.745.840.140.737.3 51.2

32.532.333.029.937.134.3 22.0

18.319.715.620.418.623.222.0

5.63.22.15.12.42.62.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%事業所:R1(n=1125)事業所:R4(n=1054)奈良保健医療圏(n=288)西和保健医療圏(n=274)東和保健医療圏(n=167)中和保健医療圏(n=233)南和保健医療圏(n=82) 予想以上に順調 概ね計画通り予想を下回っているが、想定範囲内 計画を大幅に下回っている無回答
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③ 収支状況が計画よりも下回っている理由 問２（ｐ191）で選択肢「３ 下回っているが想定範囲内」または「４ 計画を大幅に下回っている」とお答えの事業所にお聞きします。 貴事業所の収支状況が計画を下回っている主な理由として考えられることはどのようなことですか。（○はいくつでも） 【Ｅ-問 3】  【全体結果の傾向】  収支状況が計画よりも下回っていると回答した事業所に対して、その理由を尋ねたところ、下回っている理由の上位 3 位は、「基準や想定以上の人員配置が必要で、人件費がかさむから」（43.1％）、「利用希望者が少ないから」（41.8％）、「新型コロナウィルス感染症拡大の影響により利用者が減少したから」（40.7％）となっています。  【圏域別の傾向】 圏域別に見ると、いずれの圏域でも全体結果に比べて有意な差は見られません。              
41.827.7 43.112.0 27.0 33.2 40.716.40.4

37.122.1 45.013.6 26.4 32.1 42.117.10.7

37.721.7 44.912.3 25.4 39.9 44.217.40.7

48.431.2 36.68.6 20.4 32.3 39.816.1

44.835.1 43.313.4 33.632.1 40.314.9

55.638.9 44.411.1 27.819.4 25.013.9

0.0 20.0 40.0 60.0利用希望者が少ないから要介護度が軽度の利用者の割合が高いから基準や想定以上の人員配置が必要で、人件費がかさむから開設時の借入金の返済が大きな負担となっているから開設時より、介護報酬が下がったから新型コロナウイルス感染症対策によりかかり増し経費がかさむから新型コロナウイルス感染症拡大の影響により利用者が減少したからその他無回答

（％）

事業所(n=548) 奈良保健医療圏(n=140)西和保健医療圏(n=138) 東和保健医療圏(n=93)中和保健医療圏(n=134) 南和保健医療圏(n=36)
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④ 介護現場での先進技術の導入に対する考え あなたは、介護の現場で、先進技術を用いた機械（介護ロボット、ＩＣＴ機器）等の導入が進めることについて、どのようにお考えですか。（○は１つ） 【Ｅ-問 36、Ｆ-問 28、Ｇ-問 21】  【全体結果の傾向】 介護の現場で、先進技術を用いた機械（介護ロボット、ＩＣＴ機器）等の導入が勧めることについての考えは、事業所、従事者、ケアマネジャーともに「どちらでもない」が過半数を占めている中で、「進めるべきである」は事業所で 21.4％、従事者で 20.0％、ケアマネジャーで20.6％、「進めるべきでない」は事業所で 16.9％、従事者で 20.9％、ケアマネジャーで 19.6％と拮抗しています。 事業所と従事者の結果を比較すると、「進めるべきでない」は事業所よりも従事者で有意に高くなっています。 前回調査と比較すると、事業所、従事者、ケアマネジャーともに「どちらでもない」が有意に高く、従事者は「進めるべきでない」や「わからない」も有意に高くなっています。                         

30.021.4 35.320.028.920.6

43.852.3 41.950.4 44.355.1

19.216.914.720.920.919.6

3.86.73.45.92.82.7

3.12.74.62.83.12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%事業所:R1(n=1125)事業所:R4(n=791)従事者:R1(n=1948)従事者:R4(n=1527)ケアマネジャー:R1(n=388)ケアマネジャー:R4(n=296)進めるべきである どちらでもない 進めるべきでない わからない 無回答
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【圏域別の傾向】 事業所を圏域別にみると、南和保健医療圏は「進めるべきである」（9.4％）が全体結果と比較して有意に低くなっています。        21.420.824.322.122.49.4 20.021.424.315.517.916.720.617.322.428.219.519.2

52.354.950.351.546.665.650.450.649.250.653.344.1 55.166.744.8 46.256.157.7

16.915.915.714.021.818.820.919.120.325.319.325.5 19.612.329.917.919.515.4

6.75.35.411.07.54.75.95.54.96.56.37.8
2.71.27.72.47.7

2.73.14.31.51.71.62.83.41.42.03.25.92.02.53.02.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%事業所(n=791)奈良保健医療圏(n=226)西和保健医療圏(n=185)東和保健医療圏(n=136)中和保健医療圏(n=174)南和保健医療圏(n=64)従事者(n=1527)奈良保健医療圏(n=439)西和保健医療圏(n=370)東和保健医療圏(n=245)中和保健医療圏(n=347)南和保健医療圏(n=102)ケアマネジャー(n=296)奈良保健医療圏(n=81)西和保健医療圏(n=67)東和保健医療圏(n=39)中和保健医療圏(n=82)南和保健医療圏(n=26)進めるべきである どちらでもない 進めるべきでない わからない 無回答
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⑤ 先進技術の導入を進めるべきではない理由 問 36（ｐ193）で選択肢「３ 進めるべきでない」または「４ わからない」とお答えの事業所にお聞きします。なぜ、そのようにお考えですか。（○は主なもの１つ） 【Ｅ-問 37、Ｆ-問 29、Ｇ-問 22】  【全体結果の傾向】 先進技術の導入を「進めるべきではない」または「わからない」と回答した事業所、従事者、ケアマネジャーに対して、その理由を尋ねたところ、理由の上位 3 位は、事業所では「導入費や維持費が高そうだから」（27.3％）、「ケアの質が下がると思うから」（25.7％）、「業務軽減に結びつかないと思うから」（16.6％）、従事者では「ケアの質が下がると思うから」（28.6％）、「業務軽減に結びつかないと思うから」（21.3％）、「導入費や維持費が高そうだから」（19.1％）、ケアマネジャーでは「業務軽減に結びつかないと思うから」（27.3％）、「操作方法が難しそうだから」（19.7％）、「導入費や維持費が高そうだから」「ケアの質が下がると思うから」（各 16.7％）となっています。 前回調査と比較すると、事業所と従事者では「業務軽減に結びつかないと思うから」が有意に高く、従事者では「利用者の理解が得られないと思うから」は有意に低くなっています。       6.69.69.910.88.7 19.7

22.415.022.915.420.7 15.2

30.127.315.819.119.616.7

6.616.613.821.321.727.3

27.025.729.928.617.4 16.7

6.24.86.84.212.04.5

1.21.10.80.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%事業所:R1(n=259)事業所:R4(n=187)従事者:R1(n=354)従事者:R4(n=409)ケアマネジャー:R1(n=92)ケアマネジャー:R4(n=66)操作方法が難しそうだから 利用者の理解が得られないと思うから導入費や維持費が高そうだから 業務軽減に結びつかないと思うからケアの質が下がると思うから その他無回答
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【圏域別の傾向】 事業所を圏域別にみると、南和保健医療圏では「導入費や維持費が高そうだから」が全体結果と比較して有意に高くなっています。 従事者を圏域別にみると、南和保健医療圏では「操作方法が難しそうだから」が全体結果と比較して有意に高くなっています。            
9.64.27.717.611.86.710.88.39.79.010.1 29.419.7 36.45.0 30.016.7 33.3

15.012.515.4 11.821.66.7 15.49.315.120.518.0 14.715.2 9.120.0 10.011.1 33.3

27.325.0 28.2 29.417.660.019.113.9 24.716.720.2 23.516.7 18.220.016.7 33.3

16.618.8 17.95.923.5 6.721.324.1 23.714.1 25.8 5.927.3 27.325.030.0 38.9

25.733.323.132.419.613.328.636.1 24.737.2 21.320.616.7 9.120.030.011.1

4.86.37.7
5.9
4.26.52.22.64.52.94.510.0
5.6

1.1
2.96.70.71.9
2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%事業所(n=187)奈良保健医療圏(n=48)西和保健医療圏(n=39)東和保健医療圏(n=34)中和保健医療圏(n=51)南和保健医療圏(n=15)従事者(n=409)奈良保健医療圏(n=108)西和保健医療圏(n=93)東和保健医療圏(n=78)中和保健医療圏(n=89)南和保健医療圏(n=34)ケアマネジャー(n=66)奈良保健医療圏(n=11)西和保健医療圏(n=20)東和保健医療圏(n=10)中和保健医療圏(n=18)南和保健医療圏(n=6)操作方法が難しそうだから 利用者の理解が得られないと思うから導入費や維持費が高そうだから 業務軽減に結びつかないと思うからケアの質が下がると思うから その他無回答

（※注）

（※注）（※注）（※注）（※注）（※注）
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６６６６.... 介護保険制度の適正な運営に関する調査結果 （１） 介護認定の適正化 ① 認定調査員業務の従事年数 あなたは、令和４年９月１日現在で、認定調査員の仕事（業務）を始めてから何年になりますか。（○は１つ） 【Ｋ-問 1】  【全体結果の傾向】 認定調査員の仕事を始めてからの期間は、「10 年以上」が 40.2％、「5 年以上 10 年未満」が28.1％と、5年以上従事している調査員が約 70％を占めています。 前回調査と比較すると、「１年以上３年未満」が有意に低く、「10年以上」は有意に高くなっているなど、従事年数は長期化する傾向が見られます。  【圏域別の傾向】 圏域別にみると、いずれの圏域でも全体結果と比較して有意な差は見られません。       4.23.23.53.41.62.47.0

3.22.72.92.63.39.3

16.110.912.710.36.615.7 7.0

15.612.617.39.49.0 13.411.6

29.828.1 27.230.834.4 24.420.9

30.840.233.543.644.340.244.2

0.32.22.9
0.83.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%認定調査員:R1(n=591)認定調査員:R4(n=594)奈良保健医療圏(n=173)西和保健医療圏(n=117)東和保健医療圏(n=122)中和保健医療圏(n=127)南和保健医療圏(n=43) ６か月未満 ６か月以上１年未満 １年以上３年未満３年以上５年未満 ５年以上10年未満 10年以上無回答
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② 認定調査において判断に迷う項目 認定調査を行ううえで、よく判断に迷うのはどの項目ですか。（○は主なもの５つまで） 【Ｋ-問 9】  【全体結果の傾向】 認定調査において判断に迷う項目の上位 5位は「麻痺」（25.9％）、「日常の意思決定」（24.9％）、「認知症高齢者自立度」（24.4％）、「ひどい物忘れ」（23.2％）、「拘縮」（22.9％）となっています。 前回調査と比較すると、上位項目には有意な差は見られないものの、「特別な医療に関すること」（3.4％）が 2.7 ポイント有意に低下しています。     25.026.721.721.320.320.119.017.412.912.410.211.79.88.57.88.06.98.54.9 8.15.15.43.44.63.72.9 6.11.7 4.12.2

25.924.924.423.222.920.019.715.012.612.111.610.68.98.98.47.67.26.66.66.45.75.13.93.73.73.53.43.22.72.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0麻痺日常の意思決定認知症高齢者自立度ひどい物忘れ拘縮意思の伝達自分勝手な行動毎日の日課を理解しつこく同じ話をする障害高齢者自立度作話短期記憶移乗情緒不安定話がまとまらない排尿えん下移動介護への抵抗簡単な調理被害妄想排便集団への不適応座位保持歩行落ち着きがない特別な医療に関すること金銭の管理昼夜の逆転今の季節を理解

（％）

認定調査員:R1(n=591)認定調査員:R4(n=594)

3.22.00.71.40.71.21.00.80.30.71.41.41.40.50.30.50.80.20.30.20.20.30.50.30.21.20.00.50.70.0

2.52.02.01.91.51.51.21.21.21.21.01.00.80.80.80.70.70.70.70.50.50.30.30.30.30.20.20.01.2 7.2

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0買物片足での立位大声を出す場所の理解ズボン等の着脱独り言、独り笑い洗身聴力口腔清潔徘徊食事摂取整髪寝返り起き上がり破壊行為視力上衣の着脱外出して戻れない薬の内服洗顔外出時に目が離せない両足での立位立ち上がり外出頻度生年月日を言うつめ切り自分の名前を言う無断でものを持ってくるその他無回答

（％）

認定調査員:R1(n=591)認定調査員:R4(n=594)
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【圏域別の傾向】 判断に迷う項目について、圏域ごとの第 1 位をみると、奈良保健医療圏は「日常の意思決定」（31.2％）、西和保健医療圏は「認知症高齢者自立度」（29.1％）、東和保健医療圏は「ひどい物忘れ」（33.6％）、中和保健医療圏は「麻痺」（26.0％）、南和保健医療圏は「麻痺」（37.2％）となっており、圏域ごとに判断に迷う項目の順位が異なっています。                                      
※圏域ごとの上位 5 位の項目のみを表示。 

31.2 26.0 24.3 23.7 22.50.010.020.030.040.0
日常の意思決定 意思の伝達 認知症高齢者自立度 麻痺 自分勝手な行動

（％） 奈良保健医療圏(n=173) 29.1 27.4 23.1 23.1 21.4 21.40.010.020.030.040.0
認知症高齢者自立度 麻痺 日常の意思決定 拘縮 ひどい物忘れ 意思の伝達

（％） 西和保健医療圏(n=117)

33.6 25.4 24.6 23.0 23.00.010.020.030.040.0
ひどい物忘れ 認知症高齢者自立度 拘縮 麻痺 自分勝手な行動

（％） 東和保健医療圏(n=122) 26.0 26.0 23.6 21.3 19.70.010.020.030.040.0
麻痺 日常の意思決定 認知症高齢者自立度 ひどい物忘れ 意思の伝達

（％） 中和保健医療圏(n=127)

37.2 37.2 25.6 25.6 25.60.010.020.030.040.0
麻痺 拘縮 日常の意思決定 ひどい物忘れ 移乗

（％） 南和保健医療圏(n=43)
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③ 認定調査の精度を高めるうえで必要な取組 あなたは認定調査の精度を高めるために、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。 （○は主なもの３つまで） 【Ｋ-問 11】  【全体結果の傾向】 認定調査の精度を高めるために必要な取組の上位 3 位は「認定調査員間の知識及び技能の平準化」（42.9％）、「認定調査を専門に行う企業などに委託する」（29.3％）、「介護関連のセミナー、研修会に参加する等、調査員が自己研鑽に努める」（25.1％）となっています。 前回調査と比較すると、「ｅ－ラーニングでの受講率を向上させる」（21.2％）が 12.1 ポイント有意に高くなっています。                           

18.8 33.59.1 30.114.08.16.8 13.5 45.79.13.42.7

18.4 29.321.2 25.114.39.97.9 15.0 42.910.63.73.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0認定調査員の数を増やし、１人の調査員が担当する人数を減らす認定調査を専門に行う企業などに委託するeーラーニングでの受講率を向上させる介護関連のセミナー、研修会に参加する等、調査員が自己研鑽に努める関連資格やセミナー、研修会への参加に対する助成を充実する医師やケアマネジャー等、関係者との連携を密にする介護認定調査を複数人で実施できるようにする書類作成など、事務的作業を外部化し、認定調査に専念できる体制をつくる認定調査員間の知識及び技能の平準化その他特にない無回答

（％）

認定調査員:R1(n=591)認定調査員:R4(n=594)
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【圏域別の傾向】 圏域別にみると、南和保健医療圏は「医師やケアマネジャー等、関係者との連携を密にする」（20.9％）が全体結果よりも有意に高くなっています。           
18.4 29.321.225.114.39.97.9 15.0 42.910.63.73.9

17.3 28.918.522.014.55.84.6 17.9 41.615.62.94.0

23.927.425.625.613.79.46.0 13.7 38.512.07.74.3

14.8 28.718.0 27.913.914.89.011.5 45.19.04.90.8

16.5 35.422.8 27.615.77.9 12.6 19.7 48.87.11.60.0

27.925.625.627.916.3 20.911.64.7 44.24.70.02.3

0.0 20.0 40.0 60.0認定調査員の数を増やし、１人の調査員が担当する人数を減らす認定調査を専門に行う企業などに委託するeーラーニングでの受講率を向上させる介護関連のセミナー、研修会に参加する等、調査員が自己研鑽に努める関連資格やセミナー、研修会への参加に対する助成を充実する医師やケアマネジャー等、関係者との連携を密にする介護認定調査を複数人で実施できるようにする書類作成など、事務的作業を外部化し、認定調査に専念できる体制をつくる認定調査員間の知識及び技能の平準化その他特にない無回答

（％）

認定調査員(n=594)奈良保健医療圏(n=173)西和保健医療圏(n=117)東和保健医療圏(n=122)中和保健医療圏(n=127)南和保健医療圏(n=43)
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④ 認定のバラツキの有無 あなたは、認定のバラツキはあると思いますか。（○は１つ） 【Ｋ-問 12】  【全体結果の傾向】 認定のバラツキについて、「ある」が 33.2％、「どちらかといえばある」が 39.6％と、72.8％の認定調査員は認定に何らかのバラツキがあると感じており、前回調査と比較しても有意な差は見られません。  【圏域別の傾向】 圏域別にみると、南和保健医療圏は「ある」が 14.0％と全体結果に比べて有意に低くなっていますが、「どちらかといえばある」の 46.5％と合わせた、何らかのバラツキがある割合では有意な差は見られません。       37.933.232.929.936.940.914.0

39.639.643.439.3 41.033.146.5

17.620.217.926.516.418.932.6

2.42.22.30.92.53.12.3

2.54.93.53.43.33.94.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%認定調査員:R1(n=591)認定調査員:R4(n=594)奈良保健医療圏(n=173)西和保健医療圏(n=117)東和保健医療圏(n=122)中和保健医療圏(n=127)南和保健医療圏(n=43)ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない 無回答
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⑤ バラツキの原因 問 12（ｐ202）で選択肢「１ ある」または「２ どちらかといえばある」とお答えの方にお聞きします。その原因は何とお考えですか。（○は主なもの３つまで） 【Ｋ-問 13】  【全体結果の傾向】 認定調査のバラツキがあると回答した認定調査員に対して、その原因を尋ねたところ、原因の上位 3 位は、「本人の状態を正確に把握することが難しい」（48.4％）、「申請者や家族の意向に影響されることがある」（41.2％）、「主治医意見書が正確に記載されていないことがある」（40.5％）となっています。 前回調査と比較すると、「申請者や家族の意向に影響されることがある」は有意に低くなっている反面、「市町村や認定調査員間で独自の判断基準を設けている」や「審査会の判断が合議体によって異なる」は有意に高くなっています。                           

12.9 17.9 51.19.22.6 52.036.913.1 21.48.70.7

12.3 18.3 41.210.23.2 48.440.520.4 28.97.40.7

0.0 20.0 40.0 60.0調査員の業務が過剰である調査に十分な時間をかけられない申請者や家族の意向に影響されることがあるセミナーや研修会が少ないセミナーや研修会に参加できない本人の状態を正確に把握することが難しい主治医意見書が正確に記載されていないことがある市町村や認定調査員間で独自の判断基準を設けている審査会の判断が合議体によって異なるその他無回答

（％）

認定調査員:R1(n=458)認定調査員:R4(n=432)
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【圏域別の傾向】 圏域別にみると、西和保健医療圏では「主治医意見書が正確に記載されていないことがある」が、東和保健医療圏では「審査会の判断が合議体によって異なる」が全体結果に比べて有意に高くなっています。          
12.3 18.3 41.210.23.2 48.440.520.4 28.97.40.7

12.1 23.5 36.46.83.0 51.535.625.023.59.80.8

17.311.1 40.79.91.2 39.5 53.118.5 25.98.6

10.5 21.1 40.010.53.2 50.536.818.9 41.17.41.1

10.616.0 48.99.64.3 46.839.421.3 27.75.31.1

7.7 15.4 50.023.13.8 61.546.27.7 23.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0調査員の業務が過剰である調査に十分な時間をかけられない申請者や家族の意向に影響されることがあるセミナーや研修会が少ないセミナーや研修会に参加できない本人の状態を正確に把握することが難しい主治医意見書が正確に記載されていないことがある市町村や認定調査員間で独自の判断基準を設けている審査会の判断が合議体によって異なるその他無回答

（％）

認定調査員(n=432)奈良保健医療圏(n=132)西和保健医療圏(n=81)東和保健医療圏(n=95)中和保健医療圏(n=94)南和保健医療圏(n=26)
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（２） 介護給付の適正化 ① 要介護度の変化 あなたの要介護度は、１年前と比べてどのように変化していますか。（○は１つ） 【Ｄ-問 3】  【全体結果の傾向】 施設入所者の 1年前と比べた要介護度の変化は、「現在のほうが要介護度は上がっている（悪くなっている）」が 50.9％、次に「わからない」が 19.3％、「同じ要介護度である」が 11.4％となっています。 前回調査と比較すると、「現在のほうが要介護度は上がっている（悪くなっている）」が 14.8ポイント有意に高くなっている反面、「同じ要介護度である」は 38.7 ポイント有意に低くなっています。  【圏域別の傾向】 圏域別にみると、いずれの圏域でも全体結果と比較して有意な差は見られません。        36.1 50.959.652.745.651.444.7

9.0 3.5 4.32.71.5 3.76.4

50.111.4 10.612.28.8 14.710.6

1.75.9 2.15.45.9 8.310.6

1.919.318.121.625.0 16.521.3

1.39.15.35.413.25.56.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%施設入所者:R1(n=479)施設入所者:R4(n=405)奈良保健医療圏(n=94)西和保健医療圏(n=74)東和保健医療圏(n=68)中和保健医療圏(n=109)南和保健医療圏(n=47) 現在のほうが要介護度は上がっている（悪くなっている）現在のほうが要介護度は下がっている（良くなっている）同じ要介護度である１年前は認定を受けていないわからない無回答
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② ケアマネジャーがケアプラン作成時に困ること あなたは、ケアプランを作成する際、どのようなことで困っていますか。（○はいくつでも） 【Ｇ-問 8】  【全体結果の傾向】 ケアマネジャーに対し、ケアプランを作成する際に困ることについて尋ねたところ、上位 3位は「利用者本人と家族の意向が合わない」（46.9％）、「家族と連絡がとりづらい」（35.9％）、「利用者が費用負担を考え必要なサービスを控える」（29.5％）となっています。  【圏域別の傾向】 圏域別にみると、東和保健医療圏の「利用限度額以上のサービス希望がある」（29.8％）が全体結果よりも有意に高くなっています。     
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      46.935.929.516.4 26.222.320.319.016.414.1

44.737.928.213.6 27.227.228.222.322.315.5

41.141.132.215.6 28.923.314.4 18.912.211.1

47.429.8 35.129.824.621.122.822.812.3 17.5

55.832.729.816.3 25.017.311.5 17.317.310.6

42.934.317.15.7 20.022.9 34.38.611.4 22.9

0.0 20.0 40.0 60.0利用者本人と家族の意向が合わない家族と連絡がとりづらい利用者が費用負担を考え必要なサービスを控える利用限度額以上のサービス希望がある本人が独居などのため相談相手がいない希望時間帯にサービスが提供できない本人の状態に適したサービスがない必要以上のサービスを要求される主治医と連携がとりにくい希望事業所のサービスが提供できない

（％）

ケアマネジャー(n=390)奈良保健医療圏(n=103)西和保健医療圏(n=90)東和保健医療圏(n=57)中和保健医療圏(n=104)南和保健医療圏(n=35)※全体結果の回答率が10％以上の選択肢のみ表示。
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③ 介護保険料負担に対する考え 介護保険料は、2000年の制度開始時から全国平均で約２倍に増加しており、高齢化が進み、介護保険サービスの利用が増えるにつれて、今後も増加していくことが見込まれています。次のうち、あなたの考えに近いのはどちらですか。（どちらかに○） 【Ａ-問 35、Ｂ-問 57、Ｃ-問 55】  【全体結果の傾向】 若年者、一般高齢者及び要介護認定者のいずれにおいても、「地域で協力するなどして介護予防に取り組み、保険料の増加を抑えたい」という回答が、「できるかぎり介護保険サービスを利用したいので、相応の保険料の増加はやむを得ない」という回答を上回っており、要介護認定者や若年者よりも一般高齢者でこの傾向が強くなっています。 前回調査と比較すると、いずれの項目においても有意な差は見られません。          35.333.327.828.339.537.1

61.460.061.865.450.747.2

3.36.710.36.39.815.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%若年者:R1(n=819)若年者:R4(n=875)一般高齢者:R1(n=1017)一般高齢者:R4(n=960)要介護認定者:R1(n=521)要介護認定者:R4(n=453)できるかぎり介護保険サービスを利用したいので、相応の保険料の増加はやむを得ない地域で協力するなどして介護予防に取り組み、保険料の増加を抑えたい無回答
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【圏域別の傾向】 圏域別にみると、いずれの圏域でも前回調査と比較しても有意な差な差は見られません。                          

33.335.431.329.134.638.728.329.228.827.329.923.6 37.136.437.040.237.140.4

60.057.662.162.759.658.165.465.065.964.664.969.447.253.540.0 46.350.951.1

6.77.06.78.25.73.26.35.85.38.15.26.915.710.123.013.412.18.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%若年者(n=875)奈良保健医療圏(n=229)西和保健医療圏(n=195)東和保健医療圏(n=158)中和保健医療圏(n=228)南和保健医療圏(n=62)一般高齢者(n=960)奈良保健医療圏(n=226)西和保健医療圏(n=226)東和保健医療圏(n=198)中和保健医療圏(n=231)南和保健医療圏(n=72)要介護認定者(n=453)奈良保健医療圏(n=99)西和保健医療圏(n=100)東和保健医療圏(n=82)中和保健医療圏(n=116)南和保健医療圏(n=47)できるかぎり介護保険サービスを利用したいので、相応の保険料の増加はやむを得ない地域で協力するなどして介護予防に取り組み、保険料の増加を抑えたい無回答


